
質問・要望（要旨） 回答（要旨）

1

　教育委員会の人事異動は、
どれくらいの頻度で何名ぐら
いの人数が異動するのでしょ
うか。

　教育委員会は、教育長と4人の教育委員の5人で構成されています。任
期は、教育長が3年、委員が4年です。それぞれ、3年もしくは4年ごとに変
わることになりますが、再任といって、続けて選ばれることもあります。実
際に、練馬区でも3回再任され、16年間教育委員を務めた方がいました。
　どのくらいの頻度で何名が変わるのかということですが、5人の任期は
ずらしていて、一度に何人も変わることがないようにしています。概ね1年
に1名の頻度で、再任されることもありますが、委員が変わることになりま
す。
　また、教育や子育てに関する仕事は種類も量もとても多いので、この5
人のほかに「教育委員会事務局」が置かれています。この事務局には、
職員が約2,000人いて、毎年4月に4分の1ぐらいが異動しています。ま
た、事務局の職員以外にも練馬区立の幼稚園、小中学校の先生が約
2,500人いて、毎年4月に6分の1ぐらいが異動しています。

2

　教育委員会は、日頃どのよう
な仕事や活動をしているので
しょうか。また、教育委員会で
一番大変な仕事は、何でしょう
か。

　教育委員会事務局の仕事は、生まれてから18歳になるまでのいろいろ
な場面、保育園や幼稚園、小中学校、児童館などたくさんあり、約2,000
人の職員が多くの仕事をそれぞれ担っています。また、教育委員会で
は、教育長と4人の教育委員が会議をして、事務局の報告を受けたり、
重要な方針を決めたりしています。
　つぎに、教育委員会の一番大変な仕事ですが、やはり、みなさんが使
用する教科書を選ぶことが何よりも大変な仕事だと思います。今年は、
来年度から小学校で使用する教科書を選ぶ年になります。現在、各出版
社がつくった1年生から6年生の全教科の教科書、約300冊を読み比べ
て、どの出版社の教科書が練馬区の子供たちにとって望ましいか考えて
いるところです。

3
　高等学校では、授業でタブ
レットを使用しようしています
が、中学校ではまだでしょうか。

　練馬区では、みなさんが興味・関心を持って、勉強しやすい授業をする
ためにICT機器を整備することを考えています。教育用のＩＣＴ機器を授業
で活用することで、映像を見る、音声を聞く、音にあわせて体を動かすこ
とができるなど、みなさんにとって、よりわかりやすく楽しい授業になりま
す。
　例えば、理科の時間では、学校ではできないような、大掛かりな実験の
映像を映すことで、みんなで観察することができるようになります。また、
英語の時間では、英語の歌や音楽を楽しみながら勉強することができる
ようになります。
　こういったわかりやすい授業を実現するための第一歩として、今年の夏
には小中学校全校で大型のディスプレイや書画カメラなどを導入します。
二学期からインターネットやデジタル教材の画像や動画を授業で使える
ようになる予定です。
　タブレットパソコンについても導入に向けて、みなさんにどういうふうに
使ってもらえば、より効果的な授業ができるかなどを、今年度研究し、来
年度から配備を始める予定です。
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4
　練馬区では、第2土曜日に授
業がありますが、なぜでしょう
か。

　練馬区では、現在1年間に8回、第2土曜日に授業を行っています。
　みなさんの保護者が子供の頃は、日本全国、どの学校でも、全ての土
曜日が授業日でした。その後、家族と過ごしたり地域の行事に参加した
りする時間を増やすことが目的で、次第に土曜日の授業が減っていき、
今から17年前に全国的に全ての土曜日がお休みとなりました。一方、土
曜日の授業がなくなった分、「子供たちに勉強をしっかり教えるための授
業時間が足りない。」という声が挙がるようになりました。そこで、練馬区
では7年前の平成24年度から年8回の土曜授業をするようになったので
す。
　では、なぜ第2土曜日なのかというと、第2土曜日が最も学校がお休み
の日と重ならず、8回の土曜授業が確実に実施できるからです。第1、第
3、第4土曜日を授業日にすると、夏休みや冬休みと土曜日が重なる可能
性が高くなるため、夏休みや冬休みの影響を一番受けにくい第2土曜日
に授業を行うことになりました。

5
　中学生には選挙権がないの
に、選挙啓発のポスターを描き
ます。それは、なぜでしょうか。

　現在、中学生のみなさんには選挙権がありませんが、18歳になると選
挙権をもつことになります。公職選挙法が改正され、選挙権をもつ年齢
が20歳から18歳に引き下げられました。あと3年後または4年後には、み
なさんも投票ができるようになります。
　平成29年の衆議院議員総選挙の投票率は、有権者全体の約5割でし
た。年代別に見ると、10代の投票率は約40％、20代は約34％で、特に若
い世代の投票率が低くなっています。この若い世代の投票率をいかに高
めるかということが課題になっています。
　そこで、より多くの人が投票に参加し、選挙を通じて私たちの意見が政
治に反映されるよう、様々な取組がされています。そのうちの一つが、
「明るい選挙啓発ポスターコンクール」です。みなさんが描いたポスターを
見ることで、選挙に行って投票しようと考える有権者が増えることが期待
できます。また、近い将来、有権者になるみなさん自身にも選挙や投票
について興味をもってもらいたいという願いが込められています。みなさ
んも１８歳になったら、有権者として投票することで、政治に参加してほし
いと思います。

6

　昨年度、開進第四中学校の
体育館には、エアコンがつきま
した。なぜ、武道場にはつかな
いのでしょうか。

　練馬区では、平成20年度にみなさんが普段使っている普通教室にエア
コンを設置しました。また、平成26年度には、音楽室などの特別教室にも
エアコンを設置し、より快適な環境の中で学習できるよう学校の設備の
充実に努めてきました。
　つぎに、全区立小中学校98校体育館にエアコンを設置することとしまし
たが、年間にできる工事の数や工事に要する経費には限りがあるため、
7年間かけて順番にエアコンを設置することにしました。
　開進第四中学校では昨年度、体育館にエアコンを設置しています。こ
れは、区立中学校33校の中では2番目となります。残りの31校の体育館
についても、できる限り早くエアコンを設置して、開進第四中学校同様、
学校の活動の場としても、避難場所としても、良好な環境となるようにし
たいと考えています。このため、先ずは全小中学校の体育館へのエアコ
ンの設置を最優先に行っていくこととし、武道場へのエアコンの設置につ
いては、体育館へのエアコン設置の見通しがついた後、武道場の使用状
況や先生方の意見を聞きながら検討していきます。
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